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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
4
0
0
部

秋
の
拡
大
月
間
は
10
月
16
日

現
在
、
月
間
拡
大
率
1
・
86
％

に
到
達
、
2
1
5
5
人
の
新
し

い
仲
間
を
迎
え
ま
し
た
。
府
中

国
立
支
部
と
多
摩
西
部
支
部
が

月
間
拡
大
率
3
・
5
％
を
達
成

し
ま
し
た
。
10
月
の
後
半
戦
、

全
都
一
丸
と
な
っ
て
目
標
達
成

め
ざ
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

国に対してヒアリングする野党4党の国会
議員、奥は原告ら

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
大

阪
高
裁
連
弾
判
決
で
も
原
告
が

勝
利
し
、
国
と
製
造
企
業
の
責

任
は
確
定
的
で
す
。
被
害
に
苦

し
む
原
告
と
被
害
の
今
後
の
拡

大
を
考
え
れ
ば
、
被
害
者
補
償

制
度
が
必
要
で
す
。10
月
3
日
、

野
党
国
会
議
員
は
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
全
国
連
絡
会
の
要
請

に
応
じ
、
国
会
内
で
厚
労
、
国

交
、環
境
、経
産
4
省
に
合
同
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
な
い
ま
し
た
。

国
会
内
第
16
議
員
控
室
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
は
行
な
わ
れ
、
立
憲
民
主

党
、
日
本
共
産
党
、
国
民
民
主
党
、

社
会
民
主
党
の
国
会
議
員
、
厚
労

省
か
ら
は
田
中
労
働
基
準
局
労
災

管
理
課
長
他
2
課
長
、
国
交
省
は

田
中
土
地
・
建
設
産
業
局
建
設
業

課
・
建
設
業
技
術
企
画
官
他
4
人
、

環
境
省
か
ら
は
中
村
大
臣
官
房
環

境
保
健
部
企
画
管
理
課
・
課
長
補

佐
他
1
人
、
経
産
省
か
ら
は
縄
田

製
造
産
業
局
生
活
製
品
課
・
住
宅

産
業
室
長
、

そ
し
て
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
か
ら
は

原
告
、
年
森

首
都
圏
統
一

本
部
事
務
局
長
、
村
松
大
阪
弁
護

団
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。
初
鹿

衆
議
院
議
員
（
立
民
）
の
司
会
で

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
高
橋
衆
議
院
議
員
（
共

産
）
が
「
私
た
ち
が
求
め
て
き
た

の
は
、
建
設
石
綿
被
害
者
補
償
基

金
の
設
立
。
裁
判
で
10
度
、
国
の

責
任
が
認
め
ら
れ
た
が
、
国
は
上

告
し
て
い
る
。
一
方
で
多
く
の
被

害
者
が
苦
し
み
、
命
を
落
と
し
て

い
る
。
ま
さ
に
時
間
と
の
た
た
か

い
と
な
っ
て
い
る
。
課
題
を
明
確

に
し
て
前
に
進
み
た
い
」
と
主
旨

説
明
。
そ
の
後
、
厚
労
省
、
国
交

省
、
環
境
省
に
対
し
て
事
前
に
問

い
合
わ
せ
た
「
石
綿
関
連
疾
患
の

今
後
の
発
生
傾
向
に
つ
い
て
の
認

識
」
「
一
人
親
方
の
労
働
者
性
」

な
ど
の
8
項
目
に
わ
た
る
質
問
へ

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

「
労
災
補
償
制
度
・
石
綿
救
済

法
で
の
補
償
で
は
不
十
分
。
損
害

賠
償
に
は
基
金
制
度
創
立
が
不
可

欠
」（
山
添
参
議
院
議
員
・
共
産
）

「
肝
炎
の
時
の
よ
う
に
、
国
だ
け

で
な
く
メ
ー
カ
ー
や
ゼ
ネ
コ
ン
に

も
責
任
を
負
わ
せ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
す
べ
き
」
（
福
島
参
議
院
議

員
・
社
民
）
「
国
は
負
け
続
け
て

い
る
こ
と
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

か
。
何
を
主
張
し
続
け
よ
う
と
い

う
の
か
」
（
近
藤
衆
議
院
議
員
・

立
民
）
な
ど
と
議
員
は
厳
し
く
追

及
。
し
か
し
厚
労
省
担
当
者
は
被

害
者
へ
の
「
お
見
舞
い
」
や「
ご
冥

福
」
を
口
に
し
な
が
ら
も
、
係
争

中
だ
と
し
て
、
早
期
解
決
へ
の
検

討
や
同
意
を
明
確
に
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

東
京
原
告
の
宮
島

さ
ん
は
「
メ
ー
カ
ー

の
中
に
は
、
国
の
指

導
が
あ
れ
ば
補
償
基

金
制
度
を
作
る
こ
と

に
従
う
と
言
っ
て
い
る
」
と
発
言

し
、
そ
れ
を
受
け
司
会
の
初
鹿
議

員
は
「
国
は
メ
ー
カ
ー
の
基
金
へ

の
賛
同
意
志
の
有
無
を
聞
い
て
も

ら
い
た
い
」
と
注
文
し
、
今
後
も

野
党
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

星さん宅を訪問（右から河村さん、新井さん、
岩谷さん）

10
月
10
日
、
西
東
京
支
部
第
1

分
会
の
仲
間
10
人
が
東
伏
見
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
ま

し
た
。
第
1
分
会
で
は
、
「
現
場

で
一
人
親
方
労
災
が
必
要
に
な
っ

た
」
と
対
象
者
を
連
れ
て
仲
間
が

支
部
に
来
所
し
て
加
入
。
目
標
6

人
の
と
こ
ろ
3
人
の
成
果
で
、
目

標
の
50
％
に
達
し
ま
し
た
。

し
か
し
岩
谷
分
会
長
は
、
「
春

は
分
会
内
の
2
つ
の
大
き
な
事
業

所
で
加
入
が
あ
る
か
ら
な
ん
と
か

な
る
が
、秋
は
全
般
的
に
苦
し
い
」

と
話
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
目
標
は

や
り
き
る
と
、
元
副
委
員
長
の
河

村
さ
ん
、
新
人
書
記
の
新
井
さ
ん

と
と
も
に
自
ら
足
を
出
し
ま
す
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
取
り
付
け
業
を

営
む
星
さ
ん
宅
を
訪
問
す
る
と
、

台
風
の
影
響
で
ま
だ
帰
っ
て
い
な

い
と
の
こ
と
。
労
働
保
険
な
ど
い

ろ
い
ろ
利
用
し
て
い
る
と
話
す
奥

さ
ん
に
健
診
や
講
習
会
、
11
月
18

日
に
開
催
予
定
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
の
案
内
を
し
ま

し
た
。

こ
の
日
は
3
班

に
分
か
れ
て
2
件

ず
つ
合
計
6
件
の

仲
間
を
訪
問
。
14

日
の
支
部
中
間
決

起
交
流
会
を
前

に
、
一
番
乗
り
で

の
達
成
を
目
指
し

ま
す
。

豊
島
支
部
で
は
加
入
者
が
46
人

（
10
月
3
日
時
点
）
、
月
間
支
部

目
標
の
50
％
を
越
え
ま
し
た
。

第
4
次
行
動
の
10
月
3
日
、
上

池
袋
本
町
分
会
で
は
セ
ン
タ
ー
に

8
人
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

行
動
開
始
前
に
、
拡
大
推
進
ニ
ュ

ー
ス
を
若
林
組
織
部
長
の
リ
ー
ド

で
読
み
合
わ
せ
、
こ
の
日
の
行
動

を
確
認
し
ま
し
た
。

分
会
の
目
標
は
8
人
。
こ
の
日

ま
で
4
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
2
人
を
紹
介
し
て
く
れ

た
山
本
さ
ん
を
、
豊
嶋
分
会
長
、

若
林
組
織
部
長
、
髙
木
常
任
、
寺

島
書
記
の
4
人
が
訪
問
し
ま
し

た
。
支
部
独
自
訪
問
グ
ッ
ズ
の
ロ

ー
ル
ペ
ー
パ
ー
を
渡
し
、
紹
介
の

お
礼
を
言
い
ま
し
た
。
山
本
さ
ん

は
、
元
分
会
長
で
も
あ
り
、「
今
、

何
人
に
な
っ
て
い
る
の
」
と
拡
大

の
状
況
を
気
づ
か
い
、
分
会
長
た

ち
を
激
励
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
加
入
書
を
も
ら
っ
た
の
は
4

人
分
で
す
が
、
2
人
は
確
実
な
加

入
者
が
み
え
て
い
ま
す
。
残
り
1

カ
月
を
切
り
ま
し
た
が
、
達
成
に

向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
若
林

組
織
部
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

右から豊嶋分会長、山本さん、
若林組織部長、髙木常任

■
横
田
基
地
の

日
米
友
好
祭
で
Ｃ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

の
展
示
と
模
擬
飛

行
が
行
な
わ
れ
て

い
た
。
10
月
か
ら
の
正
式
配
備

を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
初
め
て
間
近
で
飛
行
す
る

オ
ス
プ
レ
イ
を
見
た
。
2
0
1

2
年
に
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛

行
場
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
配
備
さ

れ
て
か
ら
県
民
の
不
安
が
続
い

て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
横
田

基
地
周
辺
で
も
同
様
の
不
安
が

広
が
る
の
だ
ろ
う
。

■
沖
縄
で
は
「
県
民
の
生
活

が
第
1
」
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ

り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
の

二
つ
の
理
念
を
掲
げ
た
玉
城
デ

ニ
ー
知
事
が
誕
生
し
た
。
選
挙

戦
で
玉
城
氏
は
辺
野
古
新
基
地

阻
止
の
翁
長
知
事
の
遺
志
を
引

き
継
ぐ
と
表
明
し
、
世
論
調
査

で
は
基
地
建
設
反
対
が
7
割
に

及
ん
で
い
た
。
相
手
候
補
の
佐

喜
真
淳
氏
は
国
と
県
の
動
向
を

注
視
す
る
と
、
明
確
な
見
解
の

表
明
を
避
け
て
敗
北
し
た
。

■
基
地
に
頼
ら
な
い
沖
縄
経

済
の
発
展
も
大
き
な
課
題
だ
。

翁
長
県
政
が
2
0
1
5
年
に
策

定
し
た
「
ア
ジ
ア
経
済
戦
略
構

想
」
の
も
と
で
観
光
収
入
を
着

実
に
増
や
し
、
1
人
当
た
り
県

民
所
得
も
12
年
度
の
1
9
7
万

円
か
ら
18
年
度
見
込
み
で
2
3

7
万
円
へ
と
増
え
て
い
る
。
基

地
跡
地
利
用
で
那
覇
新
都
心
地

区
で
は
雇
用
者
数
が
93
倍
に
な

っ
た
。
「
米
軍
基
地
が
沖
縄
経

済
発
展
の
最
大
の
阻
害
要
因
」

と
し
た
翁
長
知
事
の
遺
志
を
継

ぐ
玉
城
知
事
の
も
と
、
平
和
で

自
然
豊
か
な
美
ら
島
（
ち
ゅ
ら

し
ま
）
を
求
め
る
県
民
の
新
た

な
歩
み
が
始
ま
っ
た
。

西東京・第１

事
業
所
頼
み
に
せ
ず
行
動

支
部
一
番
乗
り
で
達
成
め
ざ
す

豊島・
上池袋本町

目
標
へ
あ
と
一
歩

元
分
会
長
紹
介
で
加
入
も

建設
アスベスト

基
金
設
立
を
強
調

国
庫
補
助
の
獲
得

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

野
党
議
員
が
国
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

財
務
省
あ
て
の
国
保
組
合
補
助

獲
得
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
概
算
要
求

額
2
9
1
6
・
4
億
円
（
40
・
2

億
円
増
額
）
を
削
ら
せ
な
い
よ
う

に
、
ハ
ガ
キ
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

11
月
ま
で
取
り
組
み
ま
す
。


